
令和８年度徳島県海外派遣農業研修生募集要項 
 

１ 派遣の目的 

公益社団法人国際農業者交流協会が実施する海外農業先進国研修に本県の農業青

年等を派遣することにより、国際的視野と優れた経営能力を養い、本県農業の担い手

を育成するとともに、派遣先国との相互理解を深め、友好関係の増進に寄与すること

を目的とする。 

 

２ 研修コース及び対象者 

研修コース 対象者の年齢（応募時の年齢が以下の者） 

アメリカ 
１９歳～２９歳 

ニュージーランド 

 

３ 派遣期間 

（１）アメリカ 

令和９年６月下旬～令和１０年１２月中旬（約１８か月） 

（２）ニュージーランド 

令和９年３月中旬～令和１０年３月上旬（約１２か月） 

 

４ 募集人員 

若干名 

 

５ 応募資格 

（１）日本国籍を持つ徳島県在住の独身者で、心身共に健全であること。 

なお、現在治療中の怪我や病気 （神疾患 を含む）がある者は、医師の診断書を 

提出し、それをもって判断する。 

（２）帰国後、徳島県内で農業又は農業関連産業に従事する予定である者。 

（３）明確な研修目的を持っていること。 

（４）外国語を学ぶ強い意欲を持っていること。 

（５）海外農業研修で専攻する業種について、十分な農業経験があること。 

または、渡航までに十分な農業経験を積むことができること（概ね２か月以上）。 

（６）渡航までに普通自動車運転免許を取得していること。 

なお、ＡＴ限定の者は、渡航までに限定を解除しておくこと。 

現地研修においては、トラクター等の農業機械類を使用する可能性があるため、 

渡航までに大型特殊運転免許（農耕車限定も可）を取得しておくことが望ましい。 

（７）犯罪歴が無いこと。 

（８）次に掲げる研修コースの資格条件に該当する者であること。 

ア アメリカ 

高等学校卒業、または同等以上の学力を有し、農業の基礎知識や経験がある者。 

  イ ニュージーランド 

    高等学校卒業、または同等以上の学力を有し、農業の基礎知識や経験がある者。 

    IELTS（General or Academic）のテストで band score 4.0 以上であること。 

ワーキングホリデービザの取得が可能であること。 

（９）その他、徳島県知事が適当であると認める者。 



 

６ 経費 

公益社団法人国際農業者交流協会が定めた令和８年度農業研修生海外派遣事業実 

施要領によるが、主な経費は以下のとおり。 

（１）公益社団法人国際農業者交流協会が実施する選考試験の選考費 

推薦応募者 選考費免除 

一般応募者 ５,０００円 

（２）研修参加申込金 

合格者は、研修参加申込金として３００,０００円を納入する。 

なお、研修参加申込金は、理由を問わず返金しないものとする。 

（３）研修費 

ア アメリカ     １,２６０,０００円 

イ ニュージーランド １,３２０,０００円  

（４）研修経費の納付先 

公益社団法人国際農業者交流協会 

みずほ銀行蒲田支店普通預金 3151510 

 

７ 応募方法等 

公益社団法人国際農業者交流協会ＨＰ （https://www.jaec.org/program/entry.htm） 

にてプレエントリーした後、協会から e メールまたは郵送にて申込書類を受け取り、 

必要事項を明記の上、徳島県立農林水産総合技術支援センター経営推進課へ提出する。 

なお、インターネット接続等が困難な場合は、協会（℡03-5703-0252）へ電話で連 

絡し、郵送にて申込書類を受け取る。 

（１）募集期間 

令和８年２月１３日（金）から６月１２日（金）まで（必着） 

（２）提出書類 

ア 申込書（様式１）   １通 

イ 健康診断書（様式２） １通 

（３）申込先 

徳島県立農林水産総合技術支援センター経営推進課人材育成担当 

〒７７０－８５７０ 徳島市万代町１丁目１番地 

電話 ０８８－６２１－２４２２ 

 

８ 選考試験 

（１）日時 

令和８年７月上旬（予定） 

（２）場所 

徳島県庁内会議室（予定） 

（３）内容 

作文及び面接 

（４）その他 

応募資格があると認めた者に対して、別途、日時・場所について通知する。 

 

 

https://www.jaec.org/program/entry.htm


 

９ 研修生の決定 

県等で組織する選考委員会が書類審査及び選考試験の結果に基づき、目的に適合す 

る者を選考し、知事が公益社団法人国際農業者交流協会会長に推薦する。 

公益社団法人国際農業者交流協会は、推薦を受けた者について、協会が組織する選 

考委員会によって選考を行い、合格者を決定する。 

なお、公益社団法人国際農業者交流協会による選考試験は、令和８年８月１８日

（火）、１９日（水）、２０日（木）のいずれか１日において、書類審査及びオンライン

（Web 会議アプリ Zoom）による面談にて実施する。 

 

10 国内における研修 

（１）オンラインオリエンテーション（全コース対象） 

令和８年８月３１日（月）～９月３日（木）の４日間（web 会議アプリ Zoom） 

（２）アメリカ 

ア 事前講習 

時期：令和８年９月１１日（金）～９月１９日（土） 

場所：茨城県水戸市の日本農業実践学園（予定） 

イ 国内農業実習 

時期：令和９年４月～５月（約２か月） 

場所：全国 

ウ 大使館面接・オリエンテーション 

時期：令和９年６月上旬 

場所：東京都 

エ 出発時講習 

時期：令和９年６月下旬（２日間） 

場所：東京都 

（３）ニュージーランド 

ア 事前講習 

時期：令和８年９月１１日（金）～９月１９日（土） 

場所：茨城県水戸市の日本農業実践学園（予定） 

  イ 出発時講習 

     時期：令和９年３月（２日間） 

     場所：東京都 

 

11 合格の取り消し、派遣の延期、辞退 

合格決定後、派遣までの間に、研修生として不適当と認められる事実が判明した場 

合は、公益社団法人国際農業者交流協会が合格の決定を取り消すことがある。 

また、研修生の健康状態により、あるいは、海外研修に対する準備不足（語学力、 

作業能力等）が認められる場合は、派遣を次年度以降へ延期することがある。 

なお、合格決定後に研修を辞退する場合については、公益社団法人国際農業者交流 

協会に辞退届を提出すること。 

 

 

 



 

12 海外における研修 

（１）アメリカ 

ア 基礎学習 

ビッグ・ベンド・コミュニティ大学（ワシントン州）における英語、スペイン 

語の語学学習と米国社会・農業概要の学習及び視察研修等（大学の寮に滞在） 

イ 農場実習 

専攻業種に応じたアメリカ合衆国内の農場における実習 

専攻業種：酪農、肉牛（繁殖、肥育）、養豚、養鶏、 

野菜(種苗、有機栽培を含む)、果樹（落葉果樹、コーヒー）、造園、 

その他現地の状況により研修可能な業種 

ウ 専門学習 

農学部を有する州立大学における農業経営、農産物市場・流通等の学習、視察 

研修（大学周辺の一般家庭にホームステイ） 

エ 最終研修旅行・修了式 

研修生各自の自由計画による研修旅行及び修了式 

（２）ニュージーランド 

ア 現地到着時研修 

オリエンテーション、英会話学習、農場視察 

イ 農場実習 

専攻業種に応じた農場における実習 

専攻業種：酪農（牛・羊など）、肉牛、花き、果樹、野菜、その配属可能な業種 

※果樹と野菜は若干 

ウ 農場実習期間中の行事 

  セミナー ：研修の進捗を確かめ、ブラッシュアップを目指すセミナーイベント 

を開催 

  夏季自主研修旅行：研修生各自の自由計画による研修旅行 

  最終研修旅行：研修生各自の自由計画による研修旅行 

 

13 その他 

ヨーロッパ・その他の国々での海外農業研修については、応募者が公益社団法人国 

際農業者交流協会へ直接申し込むこととなっている。 

その他詳細については、協会が定めた令和８年度農業研修生海外派遣事業実施要領 

による。 


